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税務財政課編

●一般会計

歳入決算額　43億5,328万円（前年度比12.8%の増）
歳入総額は43億5,328万円で、前年度と比較すると4億9,230万円の増額となりました。

主な増額要因としては、国庫支出金で地方創生関連事業に対する交付金や壮瞥・久保内小学校改修事業

に対する補助金の増加、諸収入で地熱資源開発調査に対する助成金の増加が挙げられます。

また、地方交付税と地方交付税の実質的な振替財源である臨時財政対策債の総額は、前年度と比べて

2,831万円増の20億3,209万円となりました。

一方、町の貯金にあたる基金のうち、財政調整基金の繰入（取崩）は、前年度と比べて5,521万円減の

4,996万円となりました。

歳出決算額　42億1,563万円（前年度比12.7%の増）
歳出総額は42億1,563万円で、前年度と比較すると4億7,521万円の増額となりました。

性質別に前年度と比較すると、投資的経費は、蟠渓地域地熱資源開発調査委託料や幌別硫黄鉱山坑廃水

処理業務委託料、子育て応援住宅建設工事の増加のほか、新規事業として、久保内小学校外壁及び屋根改

修工事、壮瞥小学校体育館暖房機改修工事、壮瞥小学校管理職住宅建替工事を実施したことなどにより、

前年度比4億2,679万円の増額となりました。

一方、公債費は、借入額が大きい平成14年度過疎対策事業債（借入額：3億8,360万円）の償還を前年度

に終えたことなどにより、前年度と比べて4,083万円の減額となりました。

壮瞥町では、町民の皆さんが納めた税金や国・道からの補助金、町債（借入金）などを財源として、さまざまな

事業を実施しました。

平成28年第3回定例議会において、平成27年度決算が認定されましたので、決算の概要についてお知らせします。

まちの財政状況　平成27年度決算
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※百分率の算出にあたっては、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位表示としているため、その和は必ずしも100%に一致しない。
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※「−」は、赤字額がないことを表しています。 ※「−」は、資金不足がないことを表しています。

●特別会計の決算

●基金残高の状況（※基金は家庭での貯金にあたるものです）

特定目的基金の国際交流基金や国鉄胆振線代替基金等では、例年どおり各事業にかかる経費分の繰入を

行いました。また、財政調整基金では、4,996万円を繰り入れましたが、前年度からの繰越金を含め、1億

1,559万円を積み立てたことにより、前年度に比べて6,564万円の増となりました。その他、公債費の償還

に充てるために積み立てている減債基金では、3,000万円の繰入を行いました。基金全体としては、前年度

末に比べて2,695万円の増（前年度比1.3%の増）となりました。

●地方債残高の状況（※地方債は家庭での借金にあたるものです）

地方債残高は42億6,872万円となり、前年度末に比べて5,020万円の減（前年度比1.2%の減）となりまし

た。平成21年度をもって大型事業が終了し、以降の地方債の発行を抑えたこともあり、地方債残高は減少

傾向にあります。

●平成27年度決算に基づく健全化判断比率等の公表について
健全化判断比率とは、まちの財政状況の健全度を示す指標で、毎年度の決算について、その比率を議会

に報告するとともに、公表することが義務づけられています。

本町の平成27年度決算に基づく健全化判断比率と公営企業の資金不足比率をお知らせします。
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